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会 議 開 催 結 果 

 

１ 会 議 の 名 称 令和７年度第１回砥部町総合計画等審議会 

２ 開 催 日 時  令和７年７月 29 日（火）13:30～14:50 

３ 開 催 場 所  砥部町役場 ２階 大会議室 

４ 審 議 等 事 項 （１）第２次砥部町総合計画「令和６年度」の効果検証について 

５ 出 席 者 名 

【出席委員】 

 上田文雄、壽野春幸、山下英治、清家伸也、田本克彦、 

徳永なみじ、滝野征昭、村山瑞穂、村上明子、柳田栄理子 

 

【事務局】 

小中学（企画財政課長）、菊池安修（同課課長補佐）、 

岩佐千恵（同課係長） 

６ 公 開 又 は 

非 公 開 の 別 
 公開 

７ 非公開の理由 － 

８ 傍 聴 人 数 ０人 

９ 所 管 課 
 企画財政課 企画政策係 

 電話 089-909-4670 
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令和７年度第１回砥部町総合計画等審議会 会議録 

 

発言者 発  言  内  容 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

・開会あいさつ 13：30 

 

・配布資料確認 

 

・企画財政課長挨拶 

 

・委員自己紹介 

 

・会長及び副会長の選出 

会長を壽野委員、副会長を上田委員にすることで決定 

 

審議事項 

（１）第２次砥部町総合計画「令和６年度」の効果検証について 

 

・説明 

 

交通安全啓発活動について、学校などでの安全教室を中心に実施しており、高齢者向

けの案内は現状では含まれていないのではないか。 

 

今後、高齢者対策についても担当課に提案する。 

 

特定健康診査事業について、当方の所属組織では、まずはナッジ理論に沿った研修を

実施することとしており、関係各所と協議して効果を検証していく予定である。今後情

報共有することは可能。 

 

特定健康診査事業について、AI 分析による勧奨効果の検証を行い、効果があれば来

年度の予算に反映させるべき。 

 

男女共同参画推進事業に関して、町附属機関における女性委員の比率が低い。自身が

最近、委員に就任した経験があり、選任の際は、性別問わず選任できる委員であったが

適任者がいないということだった。町がより積極的に女性を探し、登用すべき。 

 

男女共同参画推進事業における女性委員の比率の低さについて、町としてもより積極

的にアプローチしていく必要があるので、努力したい。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 自主防災組織の研修について、開催日時が合わない、情報が区長止まりで実働部隊

に伝わらないといった課題があるため、複数回の研修機会や、区長と実働部隊が一緒に

話を聞ける体制が必要。 

女性防災士の研修会が盛況だったので、多様な形式（例：女性限定、世代限定）での

研修の機会を増やすことを提案する。 

地域で行われている防災活動の一部が報告に上がっていない可能性がある。行政だけ

でなく地域団体との連携強化が必要。 

自主防災組織推進事業について、自身の地域での防災訓練の経験から、訓練参加者の

少なさ（特に新住民や高齢者）と防災意識の温度差を課題に感じている。 

町が防災を「区」任せにせず、より実践的な訓練（例：消火器の使用）や、訓練に参

加しない層へのアプローチを考えるべき 

 

自主防災組織の活動について、行政側も努力し、区長会での講習会実施などに取り組

んでいるが、理解が進まない現状を課題として認識している。今後は松山圏域の３市３

町連携で防災士の養成にも力を入れて、PR 方法や実施方法を検討する予定。 

 

防災士の「養成」だけでなく「育成と活用」が課題である。 

町内での育成にも力を入れる必要がある。 

 

養成した後、育成できていないことは課題として認識している。 

数年単位で交代する区長任せになっていることで活動がなかなか進まない現状があ

るため、中心となる防災士に担っていただく仕組みが大事だと考えている。 

 

 そのほか、意見はないか。 

ないようであれば、以上で議事を終了とする。 

 

・事務連絡 

・閉会宣言 14：50 

 


